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要 約

わ が国 企業 は、 自発 的 に 環境 報 告 書を 発 行 する と い う 形で、 環 境 問 題に 関 心 を 持つ 投 資 家た ち の声 に ま

すま す 応 える よ う に なっ て きて い る。 しカ’し な がら、 環 境報 告 墓 準 の な い現 状 で は、 こ れ ら報 告 書 は、 著

しく ま ち まち で あ る。 本 稿 の目 的 は、 日 本 の 代表 的 企 業 の環 境 報 告 書を 調 査 し、 そ の 開 示 実態 の 現状 を 分

析 する こ と で ある。 そ こ で は、 ま ず、 環 境 報告 墓 準 の あ る べ きス テ ッ プは 環 境 保 全投 資 額 の 開 示で あ り、

次 に環 境 保 全 コ ス トの 開示 に 進 む べ き で ある こ と を 示 す。 環 境 保 全 コ ス トの 開 示 シス テ ム は、 １９９９ 年

に 環境 庁 か ら ガイ ドラ イ ン（案） と して 示 さ れ た。 そ こ で 最 後 に、 わ れ わ れ は、 こ の ガイ ドラ イ ン （案）

の 環境 保 全 コ ス トの 開 示 で 改善 す べ き 実務 上 の い く つ か の問 題 点 を 示 した。
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１． は じ め に

環 境 問 題 へ の 関 心 の 高 ま り の 中 で 企 業 の 「環 境

報 告 書」 の 自 主 的 な 公 表 が こ こ 数 年 急 増 して い る

が、 環 境 会 計の 基 準 が 存 在 して い な い 現 状 に お い

て は、 環 境 会 計情 報 の 測 定 方 法 は 統 一 さ れ て お ら

ず、 そ の 緒 果 開示 さ れ る 環 境 会 計 情 報 も 当 然 な が

ら企 業 間 で比 較 可 能 な も の で は な い。 企 業 は 独 自

に 環 境 会 計 の 構 築 （「環 境 保 全 コス ト」 又 は 「環

境 投 資 額」 の 定 義 ・ 測 定） に 努 め て は い る が、 ま

だ一 部 の先 進 的 企 業 の み が 突 出 し、 産 業 間 に お い

て も、 ま た 同 一 産 業 内 の 企 業 間 に お い て も、 大 き

な 差異 を 有 し て い る の が 現 状 で あ る。 こ の よ う に

企 業 が環 境 会 計 に 取 り 組 み 始 め た 時期 に、 環 境 庁

の 「環境 保 全 コ ス トの 把握 及 び 公 表 に 関 す る ガイ

ドラ イ ン ～ 環 境 会 計の 確 立 に 向 け て （中 間 取 り ま

と め）」 （平 成１２ 年３月） が 発 表 さ れ た 三 と は 大

変 に 意 義 深 い。

環 境 庁 の 平 成１１ 年 度 の 「環 境 に や さ しい 企 業

行 動 調 査」 に お い て、
「環 境 保 全 コ ス ト に 係 る 投

資 額 や 費 用 を 他 と 区別 し て 集 計 して い る か」 と の

調 査 結 果 は、 予 算 に お い て は 上 場 企 業 の ２５．９ ％、

非 上 場 企 業 等 の１９．Ｏ％、 決 算 に お い て は 上 場 企

業 の ２４．７ ％、 非 上 場 企 業 等 の １６．６ ％ が 「投 資 額」、

「経 費」、 又 は 「両 方」 の 集 計 を 行 っ て い る と して

い る。 ま た 環 境 保 全 コ ス ト の 把 握 の 目 的 は、 「自
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主 的 な 環 境 管 理 に お ける 目 標 実行 に伴 う コス ト 把

握」、 「環 境 保 全 投 資 に お ける 投 資効 果 分析」、 「規

制強化等における環境対策のコスト管理」 が挙げ

ら れ て い る。 一 方、 環 境 保 全 コ ス トの 集 計 に あ た

り、 「環 境 保 全 コ ス ト の 定 義 や 範 囲 が は っ き り せ

ず、 ど の 科 目 を ど の よ う に 集 計 す べ き か 分 ら な

い」、 「現 行 の 会 計 シ ス テ ム で は 特 別 な投 資 額 や 経

費 の 集 計 が で き る よ う にな っ て い な い」 等 の 問 題

点 が 指 摘 さ れ て い る。 ま た 「ガイ ドラ イ ン」 に つ

い て は、 上 場 企 業 の ４３．８ ％、 非 上 場 企 業 等 の

１９．６ ％ が そ の 存 在 ・ 内 容 を 知 っ て お り、 上 場 企

業 の９．９％、 非 上 場 企 業 等 の４．０
％ が 実 際 に 活用

して い る と 回 答 し、 今 後 の 環 境 保 全 コ ス ト の 把

握 ・ 集 計 等 の 推 進 の た め に は、 ６ 割 以 上の 企 業 が

「企 業 内 部 に お け る 環 境 保 全 コ ス トの 把 握、 集 計

等 に 関 す る 指 針、 ガイ ドラ イ ンの 作 成」 を 必 要 と

して お り、 「ガ イ ドラ イ ン」 へ の 関 心 の 高 さ が う

か が え る。

こ の よ う な 要 請 に応 え て、 環 境 庁 は 環 境 会 計 シ

ス テ ム を 確 立 し企 業 等 に 普及 さ せる こと は 環 境 政

策 上 有 意 義 で あ る と の 観 点 か ら、 平 成１１年 ３月

に 「ガイ ドラ イ ン」 で、 環境 保 全 コス ト （投 資 及

び コ ス ト） の 定 義 ・ 集 計 ・ 分 類 ・ 開 示 に つ い て の

指 針 を 示 し、 さ ら に 平 成１２ 年５月 に 「環 境 会 計

シ ス テ ム の 確 立 に む け て （２０００年 報告）」 で、 「効

果」 に つ い て も そ の 考 え 方 を 示 し て い る。 そ こ で

は 環 境 保 全 コス ト と 「効 果」 を 対 比 さ せ る こ と に

よ り、 企 業 等 に とっ て は、 自 社 の 環 境 保 全 へ の 取

組 を よ り 効 率 的 で 効 果 の 高 い も の に し て い く た め

の 経営 管 理 上 の 分 析 手 段、 社 会 に と っ て は、 統 一

的な枠組みを通して企業等の環境保全への取組状

況 を 理解 で き る 有 効 な 情 報 手 段 で あ る と の 認 識 を

示 し て い る。

こ れ に つ い て、 松 尾 （２０００） は “環 境 情 報 開

示 の 動 向” に お い て 環 境 会 計 の 主 た る 目 的 は 「ガ

イ ドライ ン」 が 示 す と お り、 環 境 コ ス ト ・ 環 境 負

荷 低 減 関 係、 す な わ ち 環 境 効 率 指 標 を 提 示 す る こ

と に あ る と し て い る。 ま さ に こ の 指 摘 は 正 し い。

しか しな が ら、 環境 保 全 コス ト に つ い て の 定 義 等

が 未 だ 定 ま ら な い 現 状 に お い て、 効 果 を 導 出 す る

こ と は よ り 高 度 に 技術 的 で あ り、 ま た 特 に 財 政 基

盤 が 脆 弱 な 中小 企 業 に とっ て は、 社 内 に お け る 環

境 情 報 シス テ ム の構 築 自 体 が は な は だ 困 難 で あ り

実 現 性 か ら見 れ ば 難 し い と い わ ざる を え な い。 中

小 企 業 を も 含 め て 幅広 く 社 会 的 に 環 境 会 計 の 浸 透

を 目 指 して 行く た め に は、 ま ず コ ス トに つ い て の

定義等の確立を最優先とすべきではないだろう

か 。

ま た 勝 山（１９９９）は “環 境 会 計 の 現 状 と 課 題” に

お い て 「ガイ ドライ ン」 は 企 業 に か か わ る 「環 境

保 全」 を 的 確 に 整 理 し て お り、 草 創 期 にあ る 環境

保 全 コ ス ト の 把 握 と 公 表 に あ た り 「環 境 保 全 コス

ト集 計 表」 を 示 す こ と に よ っ て、 実 務 担 当 者 によ

る コ ス ト の 把 握 が 容易 に な っ た と して 評 価 し て い

る。 た し か に、 実 務 に 指 針 を 与 え た と いう 意 味 に

お い て は 「ガ イ ドラ イ ン」 の 意 義 は 大 変 に 大 き

い。 し か し な が ら 「ガイ ドライ ン」 に 従っ て 実 際

に 環 境 報 告 書 を 分 析 し て み る と、 実務 レ ベ ル に お

い て は 「環 境 保 全 コ ス ト」 の 分 類 にお い て は 問 題

点 が多 く、 改 善 の 余 地 が か な り 多 く 残 さ れ て い る

も の と 思 わ れ る。

本 稿 の 目 的 は、 「ガイ ドラ イ ン」 の 公 表 用 Ｂ 表

（環境保全効果対比型） の項目を現在の代表的な

企 業 （東 証 １ 部 上 場 の５ 業 種２５社） の 環 境 報 告

書 が ど の 程 度 満 た して い る か を 検 証 し、 環 境 報 告

書 の あ る べ き 方 向 を 探 る こ と で あ る。 本 稿 は 「ガ

イ ドライ ン」 に 沿 っ て 「環 境 報 告 書」 を 分 析 す る

こ と を 目 的 と す る が、 「ガイ ドラ イ ン」 の 中 心 課

題 で あ る 「投 資」 ・ 「コ ス ト」 ・ 「効 果」 の う

ち、 「投 資」 ・ 「効 果」 は 分 析 の 対 象 か ら 外 し、

「コ ス ト」 の み を 対 象 と す る。 そ の 理 由 は、 「投

資」 に つ い て は 記 載 はあ る も の の、 「コ ス ト」 と
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比較して金額の表示が少なく分析の対象にするに

は デ ー タ 数 か ら見 て 不 適切 と判 断 し た こ と、 さ ら

に 「効 果」 に つ い て は 事例 自体 極 め て 少 な い た め

に 同 様 の 理 由 に よ り、 分 析 対 象 か ら 外 し た。 「効

果」 に つ い て ソ ニ ー、 キ リ ン ビ ー ル、 富 士 通 の 事

例 を 見 る と、 ソ ニ ー （１９９８ 年 度） は 環 境 コ ス ト

と 環 境 効 果 の 対 比 と して コ ス トに お い て は 金 額 表

示、 効 果 に お い て は 物 量 表 示 を し て い る。 キ リ ン

ビ ー ル （１９９８年 度） は、 副 産 ・ 廃 棄 物 の 年 間 処

理 費用 と して 支 払 額 と の 対 比 と して 受 取 額 を 表 示

して い る。 富 士 通 （１９９９ 年 度） は 費 用 と 効 果 の

集 計 項 目 が そ れ ぞ れ 異 な り、 個 別 対 応 で は な い。

こ の よ う に 「効 果」 は「環 境 報 告 書」に お い て の

記 述 に 統 一 性 は 見 ら れ な い。

２． 環 境報 告書の 慨観

各 企 業 の 環 境 報 告 書 の 記 載 内 容 （一 部イ ン タ ー

ネ ッ ト上 で の 公 表 を 含 む） を も と に、 「ガイ ドラ

イ ン」 が開 示 を 目 指 す３つ の 課 題、 「投 資」 ・ 「コ

ス ト」 ・ 「効 果」 に つ い て の 概 観 を ま と め た も の

が、 次 の （表 １） で あ る。

表１ 環 境 報告 書の 慨観

投 資 コ ス ト 効 果

白動車産業 三菱自動車 無 有 無

トヨ タ 自動 車 有 有 無

マ ツ ダ 無 有 無

日 産 自動 車 無 有 無

ダイ ハ ッ エ業 無 有 無

家電産業 東芝 有 有 無

松 下 電 器 グル ー ブ 無 有 無

ソ ニ ー 有 有 有

日 本 電 器 有 有 無

日 立 製作 所 有 有 無

電力 ・ ガ ス 産 業 中 部 電力 有 有 無

東京電力 有 有 無

関西電力 有 有 無

東 京 ガス 有 有 無

大 阪 ガス 無 有 無

食晶 産 業 ア サ ヒ ビー ル 無 有 無

日 本 た ば こ産 業 有 有 有

キ リ ン ビ ー ル 無 有 有

宝酒造 有 有 無

サ ッ ポ ロ ビー ル 有 有 無

小 売産 業 三 越 有 有 無

イ ト ー ヨー カ 堂 無 有 無

ジヤ ス コ 有 有 無

ダイ エ ー 無 有 無

平和堂 無 有 無

＿ ２９ ＿
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な お 表 中に お い て は、 「金 額 デー タ を 含 む記 述」、

「物 量 デ ー タ を 含 む 記 述」、 「文 章 だ け の 記 述」 な

どの 記 述 内 容 は 問 わ ず、 何 ら か の 記述 が ある も の

は す べ て 「有」 と し、 そ の 他 は 「無」 と す る。

「コ ス ト」 は、 記 述 の 内 容 は 企 業 ご と に 大 き く

異 な る が、 全 企 業 で 記 述 が 認 め ら れ る （詳細 は ３

で 述 べ る）。 こ の う ち、 小 売 産 業 の 一 部 で は、・寄

付、 助 成、 贈 呈 の 記 述 が あ る。

「投 資」 の 記 述 は、 「家 電 産 業」 ・ 「電力 ・ ガ ス

産 業」 ・ 「食 品 産 業」 に つ い て 多 い。 ま た、 三

越、 イ ト ー ヨ ー カ 堂 を 除 い て は 金 額 の 記 述 が 見 ら

れ る。

「効 果」 の 記 述 は 少 な い （３社）。 ソ ニ ー は 環 境

会 計 実 績 と し て、 １９９８ 年 度 か ら 公 表 を 始 め て い

る。 ま た、 キ リ ン ビ ー ル は 副 産 ・ 廃 棄 物 の 処 理 費

用 の 受 取 額、 宝 酒 造 は 副 産 物 販 売 収 入 の 記 述 で あ

る 。

３． 環境保全コス ト集計表 （環境庁 「ガ

イ ドライ ン」 公表用 Ｂ表）

こ こ で は （表 １） に お け る 「コ ス ト」 に つ い

て、 「ガイ ドラ イ ン」 の 「環 境 保 全 コ ス ト の 分 類」

の 中心 項 目 で あ る 「環 境 負 荷 低 滅 に直 接 的 に 要 し

た コス ト （直 接 環 境 負 荷 低 滅 コス ト）」 に つ い て、

公 表 用Ｂ 表 を 用 い て 詳 細 に 分 析 す る （表 ２）。

な お、 表 中 に お い て、 「１」 は 金 額 表 示 が あ る、

「２」 は 物 量 表示 が あ る、 「３」 は何 ら かの 記述 が

あ る、 と い う こ と を 示 し て い る。 ま た 「３」 に お

い て は 「％ 表 示」 を 含 む も の と す る。

ま た 表 中 「①」 と 表示 さ れ て い る も の は、 例 え

ば 「振 動 ・ 騒 音 防 止 の た め の コス ト ○ ○ 円」 と い

う 記 載 で あ り、 分 類 項 目 の ２ 以 上 に ま た が っ て い

て、 環 境 保 全 コ ス ト の 分 類 毎 に 明 確 に 区 分 が で き

な い 場 合 で あ る こ と を 意 味 し て い る。

表の 作 成 に あ た り、 基 本 的 に は、 各 社 の 環 境 報

告書 （末尾の参考文献参照） に記載されているタ

イ ト ル を 重 視 し て 項 目 の 特 定 を 行 っ て い る が、 タ

イ トル が ガイ ドライ ン の 分 類 に 合 致 しな い も の は

記 述 内 容 によ り 特 定 を 行 な っ た。 ま た 記 述 内容 が

２以 上 の 項 目 に ま た が っ て い る よ う な 場 合 に は 重

複 表 記 して あ る。

公 書 防 止 コ ス ト

１． 大 気 汚 染 の た め の コ ス ト

「家 電 産 業」・ 「電力 ・ ガス 産 業」・「食 晶 産

業」 に お い て は、 詳 細 な 記 述 が 見 ら れ る が、

「自 動 車 産 業」 に お い て は、 トヨ タ を 除 い て

具 体 的 な 記 述 が 少 な く、 「小 売 産 業」 に お い

て は 記 述 が な い。

こ こ で 留 意 す べ き こ と は、 た と え ば、 中 部 電

力 に お い て ＳＯｘ・ ＮＯｘ を、 大 気 汚 染 防 止 に 関

連 し て 記 述 し て い る の に 対 し、 キ リ ン ビ ー ル に

お い て は そ れ を 温 暖化 防 止 に 関 連 して 記 述 して

い る と い う よ う に、 各 企 業 に お い て 分 類 ・ 特 定

に 違 い が あ る。

２． 水 質 汚 濁 の た め の コ ス ト

「家 電 産 業」 ・「電 力 ・ ガス 産 業」 の う ち 電

力 ３ 社 ・ 「食 品 産 業」 の う ち２ 社 に お い て 詳

細 な 記 述 が あ る が、 「自 動 車 産 業」 に お い て

は ト ヨ タ を 除 き や や 具 体 性 に 欠 け、 「小 売 産

業」 に お い て は 記 述 が な い。

宝 酒 造 にお い て は 排 水 規 制 項 目 （カ ドミ ウ ム

な ど２６ 項 目） と し て、 規 制 値 ・ 自 主 基 準 ・ 実

測 値 の 記 述 が あ り、 ま た 東 芝 にお い て は 全 社 で

は なく 特 定 工 場 の 記 述 で は ある が、 水 質測 定 の

詳 細 な 記 述 が あ る。

３． 土 壌 汚 染 の た め の コ ス ト

「家 電 産 業」 の う ち２ 社、 「食 品 産 業」 の う

ち１社 の み に 記 述 が あ る。

東 芝 に お い て は 名 古 屋 分 工 場 の 地 下 水 問 題、

松 下 に お い て は 揮 発 性 有 機 化 合 物 に よ る 地 下 水

＿ ３０ ＿
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表２ 環 境保 全コ ス ト集 計表 （環 境庁 ガイ ドライ ン公 表用 Ｂ表 抜 粋）

環 境 保 全コ ス ト の 分類 自 動 車産 業 家 電 産 業 電力・ガス産業 食晶 産 業 小 売 産 業

一
二

菱

ト

ヨ
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ツ
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産

ダ
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ツ
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Ｅ
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西
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力
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サ

ヒ

キ
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ン
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ツ

ポ

ロ

Ｊ

Ｔ

｛
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７
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口

一
二

越

ヨ

１

カ

堂

ジ

ヤ

ス

コ

ダ

イ

エ

１

、ノ

芝 京

電

力

京

ガ

ス

ガ

ス

大気 汚 染 防 止 の ため の コ ス ト ①

２

①

２

①

２

環 境負 荷

低 減 に直

接 的 に要

し たコ ス

ト （直 接

環境 負 荷

低 減コ ス

ト）

公 害 防止

コス ト

３ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ３ １

２

２ ３ ２ ２ ２ １

２

水 質 汚 濁 の た め の コ ス ト
’
３ ２ ３ ２ ３ ２ ２ ① ２ ①

２

①

３

３ １

２

１

２

土 壌 汚 染 の ため の コ ス ト ３ ２ １

騒 音 防 止 の ため の コ ス ト ３ ２ ３ ３ ３ ①

３

①

３

３ ①

振 動 防 止 の ため の コ ス ト ３ ３ ３ ① ① ①

３

３ ①

悪 臭 防 止 の ため の コ ス ト ３ ３ ３ １ ３ １

地 盤 沈 下 の ため の コ ス ト

その他の公害防止の ためのコスト １

地球 環 境

保 全 コ ス ト

温 暖 化 防 止の た め の コ ス ト ３ ２ ３ ２ ３ ２ ２ ① ２ ２ ①

２

２ ２ ①

２

２ ２ ２ ２ ３ １

２

２ ３ ２

オ ゾン層破壊防止のための コス ト ３ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ① ２ ２ ２ ２ １

２

①

２

３ ２

省 エ ネ ル ギ｝ の た め の コス ト ３ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ①

２

２ ３ ２ ① ２ ２ ①

２

２ ２ ２ ２ ２ ２

省 資 源 の た め の コ ス ト ３ ３ ３ ３ ２ ①

２

２ ３ ２ ２ ２ ① ２ １

２

２ ２

節 水、 雨 水 利 用 等 の た め の コス ト ３ ２ ２ ２ ２ ２

その 他の地 球環境保 全のた めのコス ト ２ ３ ２ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２

産 業 廃 棄 物 の 減 量 化、 削 減 の

た め の コ ス ト

３ ２ ３ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １

２

２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２産 業 廃 棄 物

及 び事 業 系

一 般 廃 棄 物

の 処 理 ・ リ

サ イ ク ル コ

ス ト

産 業廃 棄 物 の 処 理 ・ 処 分 （埋

立 を含 む） の た め の コス ト

３ ２ ①

２

２ ３ ２ ① １ １

産 業 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル 等 の

コ ス ト

３ ２ ３ ２ ２ ①

２

２ １ ２ ３ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２

事 業系 一 般 廃 棄 物 の 減量 化、

削 減の た め の コ ス ト

３ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２

事 業系 一般 廃棄 物の 処理 ・処 分

（埋 立） のた めの コス ト

２ ２ ２

事 業系 一般 廃棄 物のリ サイ ク ル

等 の ための コス ト

３ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ３

その 他

「１」 は金 額 表示 が ある、 「２」 は物 量 表示 があ る、 「３」 は何 ら か の記 述 が ある、 と いう こと を 示 して いる。 ま た 「３」 に

お い て は 「％ 表 示」 を 含 む も のと す る。 ま た 表中 「①」 と 表示 さ れ て いる も の は、 例 え ば 「振 動 ・ 騒音 防 止 の ため の コ ス

ト○ ○ 円」 と いう 記 載 で あ り、 分 類 項 目 の ２ 以上 に ま た がっ て い て、 環 境 保 全 コ ス ト の分 類 毎 に 明確 に 区 分 がで き な い 場

合 で あ るこ と を 意 味 して い る。

＿ ３１ ＿
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汚 染 の 記 述 と 今 後 の 対 策 に つ い て の 詳 細 な 記 述

が あ る。 宝 酒 造 に お い て は 環 境 コ ス ト と し て、

土壌汚染防止 （薬液タンク防液堤） の経費額の

記 述 が あ る。

４． 上 記 以 外 の 公 害 防 止 コ ス ト

騒 音 防 止 の た め の コ ス ト・ 振 動 防 止 の た め の

コ ス ト ・ 悪 臭 防 止 の た め の コ ス ト に つ い て

は、． ひ と ま と め で の 記 述 が 多 く 見 ら れ、 具 体

的 な デ ー タ の 記 述 が 少 な い。

宝 酒 造 に お い て は 悪 臭 防 止 と し て 焼 却 設 備 脱

臭 装 置、 騒 音 ・ 振 動 防 止 と し て 防 音 壁 装 置 の 経

費 額 の 記 述 が あ る．。

地 盤 沈 下 の た め の コス ト に つ い て は、 記 述 が

な い。

そ の 他 の 公 害 防 止 の た め の コ ス ト に つ い て

は、 ＪＴ に お い て 環 境 対 応 経 費 の 中 で、 法 規 制

対 応 費 と して 金 額 の 記 述 が あ る。

地 球 環 境 保 全 コ ス ト

１． 温 暖 化 防 止 の た め の コ ス ト

全 産 業 に お い て （ダイ エ ー、 平 和 堂 を 除 く。）

幅 広 く 記 述 が 見 ら れる。 「気 侯 変 動 枠 組 み 条 約

第 ３ 回 締 約 国 会 議」 （ＣＯＰ３） で 採 択 さ れ た 京

都 議 定 書 （９７年 １２月） で 定 め ら れ た 温 室 効 果

ガ ス の 種 類 は、 二 酸 化 炭 素 （Ｃｏ 。） ・ メ タ ン

（ＣＨ 。） ・ 亜 鉛 化 窒 素 （Ｎ ．０） ・ ハ イ ド ロ フ ル

オ ロ カ ー ボ ン （ＨＦＣ） ・ パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン

（ＰＦＣ） ・ 六 フ ッ 化 硫 黄 （ＳＦ ６） と な っ て い る

が、 全 産 業 に お い て の 記 述 は Ｃ０２ だ け で あ る。

「電 力 ・ ガ ス 産 業」 の 電 力 ３ 社 に お い て は、

原 子 力 発 電 が Ｃ０２の 削 減 の 決 め 手 で あ る と の

共 通 の 記 述 が あ る。

２． オ ゾ ン 層 破 壊 防 止 の た め の コ ス ト

「食 品 産 業」・ 「小 売 産 業」 に お い て の 記 述

が 少 な い。

松 下 に お い て、 オ ゾ ン層 を 破 壊 す る 主 な 原 因

と さ れ る 特 定 フ ロ ン （ＣＦＣ） は、 家 電 製 品 や 電

子 部 品 の 洗 浄 剤 な ど に 使 用 さ れ て い た が、 ９５

年 度 末 に は 全 廃 した と の 記述 が あ る よ う に、 他

の 企 業 も 全 廃 し た と の 記 述 が 多 く 見 ら れ る。

３． 省 エ ネ ル ギ ー の た め の コ ス ト ・ 省 資 源 の た め

の コ ス ト

省 エ ネ ル ギ ー の た め の コ ス ト と省 資 源 の た め

の コ ス ト は、 厳 密 に 区 分 す る こ と が 難 し い が、

全 産 業 に お い て 幅 広 く 記 述 が 見 ら れ る。

ＮＥＣ に お い て、 省 エ ネ ル ギ ー 活 動 と し て エ

ネ ル ギ ー の 使 用 効 率 を 高 め て Ｃ０２の 排 出 抑 制

に 寄 与 す る コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム

（熱電供給） の導入実績についての記述がある

が、 他 の 企 業 も コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ

ム の 記 述 が 多 い。 ま た 省 資 源 は、 リ サイ ク ル と

関 連 して 記 述 さ れ て い る こ と が 多 い。

４． 節 水、 雨 水 利 用 等 の た め の コ ス ト

「自 動 車 産 業」 に お い て ト ヨ タ１ 社、 「家 電

産 業」・「小 売 産 業」 に お い て そ れ ぞ れ２社 に 記

述 が あ る。

ソ ニ ー に お い て、 水 資 源 の 有 効 利 用 と し て 省

資 源 に 関 連 して 記 述 さ れ て い る よ う に、 他 の 企

業 も 省 資 源 に 関 連 して 記 述 し てい る こ と が 多 い。

５． そ の 他 の 地 球 環 境 保 全 の た め の コ ス ト

そ の 他 の 環 境 保 全 の た め の コ ス ト は、 「自 動

車 産 業」 に お い て は、 交 通 環 境 改 善 に よ る 環 境

負 荷 の 削 減 の 観 点 か ら、 高 度情 報 通 信 を 利用 し

た 道 路 交 通 に お け る 管 理 シ ス テ ム （ＩＴＳ） に つ

い て、 「家 電 産 業」 に お い て は、 科 学 物 質 の 管

理 と して 環境 汚 染物 質の 排出 ・移 動 登録 （ＰＲＴＲ）

に つ い て、 「電 力 ・ ガ ス 産 業」 の う ち 電 力 ３ 社

にお い て は、 放 射 性 廃 棄 物 の 管 理 につ い て の 記

述 で あ る。

産 業 廃 棄 物 及 び 事 業 系 一 般 廃 棄 物 の 処 理 ・ リ サ イ

クルコスト

＿ ３２ ＿



環 境 保 全コ ス トの デ ィ ス ク ロー ジ ヤ ー の 案 態と 問 題 点 （樋 口 ・國 村）

ＮＥＣ ・ ＪＴ ・ 東 京 ガ ス に お い は、 産 業 廃 棄 物 と

一 般 廃 棄 物 の 区 分 を し て 記 述 して い る が、 他 の 企

業 は 産 業 廃 棄物 の 記 述 の み、 も しく は単 に廃 棄 物

と し て 記 述 し て い る と こ ろ が多 い。

ま た、 廃 棄 物 の 減 量 化、 削 減 ・ 処 理 ・ 処 分、 リ

サイ ク ル は相 互 に 関 連 し て い る た め、 一 連の 過 程

と し て 厳 密 な 区 分 は 難 し い。

以 上 の 分 析 か ら、 「コ ス ト」 に お い て は 産 業 間

に お い て も、 同 一 産 業 内 の 企 業 間 に お い て も、 大

き な 差 異 が 見 ら れ る。 全 般 的 に 見 て 「金 額 表 示」

は極 端 に 少 な く 「物 量 表 示」 に お い て も 少 な く、

や っ と 「何 ら か の 記 述 が あ る」 と い う 状 況 で あ

る。 「ガイ ドラ イ ン」 が 公 表 さ れた こ と は、 「環 境

保 全 コ ス ト」 の 定 義 と 測 定 方 法 が 示 さ れ た と い う

意 味に お い て は 評 価 で き る。 し か し、 現 状 の 環 境

報 告 書 の 分 析 か ら 見 て み る と、 そ の ギ ャ ッ プは あ

ま り に も 大 き い と い わ ざる を え ず、 理 想 は 高 く 超

え る べ き ハ ー ドル は 高 い。 大 企 業 に お い て さ え も

こ の よ う な 現 状 で あ り、 中小 企 業 に お い て は よ り

険 しい こ と が 予 想 さ れ、 現 時 点 に お い て は 実 行 可

能 性 と い う 観 点 か ら 見 る と 限 界 が 感 じ ら れ る。

ま た、 こ の 「ガイ ドラ イ ン」 に も と づ い て 実 際

に 分 類 す る 場 合 に、 「公 害 防 止 コ ス ト」 と 「地 球

環 境 保 全 コ ス ト」 及 び 「省 エ ネ ル ギ ー」 ど 「省 資

源」 な どに 重 複 部 分 が 多 く、 ま た 廃 棄 物 の 「滅 量

化 ・ 削 減」 ・ 「処 理 ・ 処 分」 ・ 「リ サ イ ク ル」 の 一

連 の 過 程 の 区 分 が 困 難 で あ る な どの 間 題 点 を 指 摘

し て お き た い。

以 上 見 て き た よ う に 「環 境 報 告 書」 の 開 示 の 現

状 と 実 行 可 能 性 の 視 点 か ら 次 の よ う な 提 言 を した

い。 ま ず 第１ に、 「環 境 保 全 コ ス ト」 の 分類 を さ

らに 整 理 統 合 す る と と も に、 例 え ば 「温 暖 化 防 止

の た め の コ ス ト」 に 含 ま れ る 科 学 物 質 は Ｃｏ。で

あ る と い う よ う に、 分 類 項 目 毎 に 該 当 す る 科 学 物

質 の 範 囲 を 暫 定 的 に で も 特 定 す る こ と が 必 要 で あ

る。 第 ２ に、 比 較 的 に 多 い 「物 量 表示」 か ら 「金

額 表 示」 へ と 段 階 的 に 進 め る こ と が、 現 実 的 な 問

題 と し て 企 業 に お い て は 取 り 組 み や す い で あ ろ

う。 第 ３ に、 特 定 ・ 集 計 の し や す い 「環 境 投 資

額」 の 公 表 を 促 し、 次 に 「環 境 保 全 コス ト」 の 開

示 へ と 進 む こ と が よ り 現 実 的 な の で は な い か。 第

４ に、 こ の 「ガイ ドラ イ ン」 は 当 然 の こ と な が

ら、 企 業 又 は 産 業 の 個 別 的 な 特 殊性 を排 除 し 普 遍

的 な 様 式 を 模 索 して い る た め、 そ の 産 業 の 特 殊 性

が 表 示 し にく い。 産 業 毎 に 十 分検 討 し、 産 業 別 さ

らには企業規模別の統一基準の確立を急ぐべきで

は な い だ ろ う か。

環 境 会 計 を構 築 す る こ と は、 現 行 の 会 計 シス テ

ム に 大 き な 変 更 を 迫 り、 大 き な 追 加 的 コ ス ト が 必

要 と な る こ と も予 想 さ れ る。 そ の た め 人 材 面、 資

金 面 を 含 め た 企 業 体 力 の あ る 大 企 業 以 外 に は、 環

境 会 計 の 導 入 は 困 難 で あ る と 予 想 さ れる た め、 大

企業のみならず中小企業をも対象とした実行可能

性 の 視 点 か ら 「ガイ ドライ ン」 の さ ら なる 改 善 を

要 望 す る。

４． む す び

本 稿 に お い て は、 「コ ス ト」 に つ い て の み 検 証

し て い る。 「ガイ ドラ イ ン」 に お け る ３つ の 重 要

課 題 で あ る 「投 資」・ 「効 果」 に つ い て は 「環 境

報 告 書」 に お い て 記 述 量 が 少 な い と の 理 由 か ら 検

証 の 対 象 か ら 除 い て い る。 ま た 「環 境 報 告 書」 を

公 表 す る 企 業 数 自 体 も 多 く な く、 検 証 の 精 度 は 高

く な い か も し れ な い。 しか し環 境 会 計 の 一 つ の 指

針 と し て 「ガイ ドライ ン」 が 公 表 さ れた こ と は 大

変 に 意 義 深 く、 こ の 「ガイ ドラ イ ン」 の 公 表 に よ

り、 今 後 「環 境 報 告 書」 の 発 行 は 年 々 増 加 し、 そ

の 精 度 も 上 が っ て い く も の と 期 待 さ れ る。

「ガイ ド ラ イ ン」 に お け る 「環 境 会 計」 は 「制

度 会 計」 の 枠 組 み の 外 に お い て、 現 代 の 環 境 問 題
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の 深 刻 化 か ら 緊急 の 課 題 と し て 議 論 を さ れて き て

い る。 い い か え れ ば、 環 境 保 全 を 優 先 し、 資 本 の

論 理の 主 導 によ る 経 済 シ ス テ ム の 転 換 を 目 指 す も

の で あ る。 こ の こ と は 伝 統 的 な 会 計 の 枠 組 み で

は、 現在 の 複 雑化 ・社 会 化 し た 企 業 環 境 を 把 握 す

る こ と が 困難 に なっ て き て い る こ と を 示 して いる

が、 複 数の 「会 計制 度」 の 存 在 は、 企 業 側、 利 用

者 側 双 方 か ら見 て も 望 ま し い も の で あ る と は 言 え

な い。 で き う る 限 り は、 「環 境 会 計」 ・ 「制 度 会

計」 双方の側から一つの 「会計制度」 に収鮫され

る べ く 努 力 を期 待 す る も の で あ る。

「環 境 報 告 書」 は、 「制 度 会 計」 と は そ の 目 的 を

異 に す る も の と して、 現 行 の 「制 度 会 計」 の 枠 組

み を 超 え た 幅 広 い 範 囲 をカ バ ー し よ う と して いる

の も 事 実 であ ろ う。 し か し な が ら、 中 小 企 業 に と

っ て は 本当 に 「環 境 報 告 書」 を 作 成 す る こ と が で

き る の で あろ う か。 環 境 問 題 が 本 当 に 緊急 の 課 題

で ある と する な ら ば、 中 小 企 業 も そ の 重 要 な 一員

で あ る こ と は 言 う ま で も な い。 「環 境 報 告 書」 が

「環 境 会 計」 を 具 現 す る 一 つ の 方 法 で あ る と す る

な ら ば、 「環 境 報 告 書」 を 大 い に 叩 き 台 と し な が

ら そ の 成 果 を 「制 度 会 計」 に 取 り 入 れる と いう ス

タ ン ス も 必 要 で は な い だ ろ う か。 「環 境 会 計」 と

「制 度 会 計」 は 別 物 と い う 議 論 か ら は そ の 展 望 は

見 え にく い よう に 思 わ れ る。 何 が 出 来 て、 何 が 出

来 な い の か の 論 議 は 当 然 必 要 で あ る が、 「制 度 会

計」 に 取 り 入 れ ら れ る も の は 取 り 入 れる こ と も 必

要 で あ る と 思 わ れ る。 全 企 業 を 巻 き 込 ん で 「環 境

会 計」 を 実 行 可 能 性 の あ る も の に して い く こ と が

重 要 で あ る と 思 わ れ る。
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